

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































＊1　Miyazawa Kenji: Snow Crossing, English 
version by Roger Pulvers,  illustrated by Tsukasa 
Osamu, Labo Teaching Information Center, 1998
＊2　ユーコートは，1982年に集まった京都の不特定
市民48世帯が3年10 ヵ月の対話と協働のもとにつ
くったコーポラティブ住宅（敷地3300㎡）である。
子どもを地域で育む，老後助けあいのある暮らし
方等を目指したこのプロジェクトは，日本のコー
ポラティブ住宅の金字塔といわれている。ユーコー
トは「子どもが，自然，動物，他者，モノ，コト
に囲まれて育つ空間が見事に具体化され，・・・そ
の場所との情緒的つながりによって培われた「ふ
るさと」として実感できる場所となる可能性を提
示した実に斬新な試み」として2013年こども環境
学会賞及び，日本生活学会今和次郎賞に選ばれた。
＜参考＞乾亨・延藤安弘：マンションをふるさと
にしたユーコート物語―これからの集合住宅育て，
昭和堂，2012年
＊3　Ｍポートは，1989年に集まった熊本の不特定市
民16世帯が3年6カ月の対話と協働のもとにつくっ
たコーポラティブ住宅である（敷地954㎡）。九州
の土着的方言の「もやい」をキーワードに，協調
的精神を大切にするが，決して構拘束的ではなく，
ルーズな自由な関係性を尊重する考え方で，一人
一人がいろいろな価値観や行動スタイルをもち，
24―　　―
いろいろがいろいろのまま対等に向かい合い，時
には相克・対立をはらみつつも，全体としては柔
らかい相互敬愛の念が立ちあらわれてくる新しい
型のコミュニティである。1995年，日本建築学会
作品選奨に選ばれた。
＜参考＞延藤安弘編著：これからの集合住宅づく
り，晶文社，1995年
＊4　「仙台市震災復興計画」は，住民との熟慮的
対話を飛びこえて「災害危険区域」の線引きを一
方的に決めてしまい，内陸移転の事業化に傾斜し，
現地でふるさと再生を願う人々を排除してしまっ
た。状況の中で「全体としての真理」をめざす人々
は，ふるさと再生の願いとして「希望の黄色いハ
ンカチ大作戦」を展開し，持続的な活動に赴いて
いる。
<参考>延藤安弘：まち再生の術語集，岩波書店，
2013年
<謝辞>
　優れた問題意識と旺盛なレスポンスの持主の学生
が多数筆者の講義に参加し，触発されることが多かっ
た。そのような機会をつくっていただいた金菱清東
北学院大学教授に謝意を表したい。
